








































































































































習得と英語教育」で、基調講演にはイギリスの University of Essexの
Vivian Cook教授、San Francisco State Universityの Thomas Scovel教授をお
招きし、日本側の基調講演者は私でした。このほかに小講演 8件、「私の
授業」の授業実演 1件、研究発表 52件、実践報告 2件、事例研究 6件、
ワークショップも 4件ありました、シンポジウム 3件、全体シンポジウム
1件、計 104件と多数に及び、参加者総数は 1,000をはじめて越し、各研
究発表室が満員で、熱気に溢れた大会でした。ただ残念なことに大会 3日
目に超大型台風に見舞われ、私が行った最初の講演には数人しか集まらず、
講演が終了する頃にようやく席が少々埋まる程度の参加者でありました。
この大会以降成城大学では JACETの大会は開催されず、今日に及んで
おります。当時最も若かった杉本さんが本年度をもって定年退職なさり、
その前の方々はすでに退職されており、あの世に旅立たれた五十嵐さんの
ような方々もおられます。あれほど盛んであった JACET成城グループは
後継者もいなくなり、杉本先生で幕を閉じるのでありましょうか。またふ
─ 187 ─
たたび歴史と伝統のある成城大学に JACET活動の花が咲いてもらいたい
ものと願っております。JACETのモットーは「学生のために研究も教育
実践もある」です。最後に JACET活動を支えて下さり、何くれとなくお
世話いただいた成城大学の先生方、事務局の皆様にこの場をお借りして改
めて厚く御礼を申し上げます。
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